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１ マイケル・パーカー 和歌山（３） ２２．８３
２ ニック・ファジーカス 東 芝（１） ２２．８１
３ ライアン・ロシター 栃 木（５） １８．８１
４ ジェフ・ギブス トヨタ（２） １８．１９
５ ラモント・ジョーンズ 熊 本（８） １７．２１
６ ジェロウム・ティルマン 北海道（６） １６．６５
７ カール・ホール 兵 庫（１０） １５．５９
８ フィリップ・リッチー トヨタ（２） １５．３７
９ デボーン・ワシントン 千 葉（１１） １４．６３
１０ アマット・ウンバイ 三 菱（７） １４．２２
１１ ジャミール・ワトキンス 北海道（６） １４．１７
１２ リック・リカート 和歌山（３） １３．９８
１３ ラマー・サンダース つくば（１２） １３．７１
１４ 田臥勇太 栃 木（５） １３．３３





















１ 和 歌 山（３） ８．６２
２ 北 海 道（６） ７．７５
３ アイシン（４） ７．４３
４ ト ヨ タ（２） ６．９７
５ 東 芝（１） ６．３４
６ 栃 木（５） ６．２１
７ 千 葉（１１） ６．１３
８ 三 菱（７） ６．１０
９ 兵 庫（１０） ５．７２
１０ 熊 本（８） ５．４４
１１ つ く ば（１２） ４．３７
１２ 日 立（９） ３．９６



















１ ニック・ファジーカス 東 芝（１） ３５．２０ ２
２ ラモント・ジョーンズ 熊 本（８） ３１．７３ ５
３ フィリップ・リッチー ト ヨ タ（２） ３０．００ ８
４ リック・リカート 和 歌 山（３） ２８．７６ １２
５ ジェフ・ギブス ト ヨ タ（２） ２８．３２ ４
６ ジェロウム・ティルマン 北 海 道（６） ２８．００ ６
７ デボーン・ワシントン 千 葉（１１） ２７．７２ ９
８ ウィリアム・ナイト 兵 庫（１０） ２７．０８ ２１
９ ライアン・ロシター 栃 木（５） ２６．６３ ３
１０ カール・ホール 兵 庫（１０） ２５．７３ ７
１１ マイケル・パーカー 和 歌 山（３） ２５．６７ １
１２ アマット・ウンバイ 三 菱（７） ２４．８０ １０
１３ マグナム・ロール 三 菱（７） ２４．６４ １７
１４ ギャビン・エドワーズ アイシン（４） ２４．１７ １６
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１ 喜多川修平 アイシン（４） １２ １８．６７
２ 熊谷尚也 栃 木（５） １０ １５．２０
３ 高橋マイケル ト ヨ タ（２） １３ １４．７７
４ 湊谷安玲久司朱 三 菱（７） １２ １４．６７
５ 野口大介 北 海 道（６） １１ １４．１８
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